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要旨：本稿ではサハリンの先住民族ウイルタの、特にウイルタ語による《文学》と、その変化に

ついての初歩的な考察を試みる。ウイルタ語に固有の文字はなく、昔話やおとぎ話、歌謡などは

従来、口頭で伝承された。このような口承文芸をウイルタの「伝統文学」と呼ぶ。初めての教科

書発行により書き言葉が成立した 2008年以降にウイルタ語の母語話者が主力（またはその一部）

となってウイルタ語を書き表した出版物は、2023 年 12 月現在、筆者が確認できただけでも 17 件

ある。そのなかには、話者がウイルタ語で創作した作品を含むものや、他言語からウイルタ語に

翻訳した作品がみられる。このような創作や翻訳作品は、ウイルタ語を文字で書いて生み出され

ている点で、語られる「伝統文学」とは区別される。2008 年以降の創作や翻訳作品のなかにウイ

ルタの「新しい文学」の萌芽を認めるかどうか、多角的かつ長期的な視点での考察を要する。現

在ウイルタ語を母語とする話者は 10名に満たず、この言語は消滅の危機に瀕しているとされる。

だが、ただ消滅を待つのでなく、伝統文学を再評価して広く紹介したり、書き言葉を成立させて

ウイルタ語の出版物を次々と出し、若い世代の学習機会を増やしたりして、この言語を後世に伝

え残そうとしていることにも注目したい。 

 

キーワード：ウイルタ ウイルタ語 サハリン 先住民 文学 

 
1. はじめに 

1.1 ウイルタの概要と言語状況 

ウイルタ（旧称オロッコ）はサハリン（樺太）島の先住民族である。かつては島の中東部

から北東部にかけての地域でトナカイを飼い、季節移動をしながら生活していた。サハリン

島内でアイヌやニヴフと居住域を接して交流し、大陸方面でもナーナイ、ウルチャ（ウリチ）、

エヴェンキ（エウェンキー）などの諸民族と交流してきたことがわかっている。生業として

は狩猟・漁労・採集・交易活動を営み、そのなかで飼育トナカイは移動手段として重要な役

割を果たしていた。19 世紀半ば以降はロシア（ソ連）や日本の影響を強く受け、ウイルタの

生活様式は大きく変容した。 

ウイルタは統計史上 1,000 人を超えたことがない少数民族で、2023 年 12 月現在の人口は

おおよそ 300 人前後とみられる（数え方によって差が出る）。人口の多くはサハリン中東部
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のポロナイスク（旧、敷香）、および北東部のワールに居住しているが、さまざまな事情でユ

ジノサハリンスク（旧、豊原）やロシア国内の別の地域に拠点を移したウイルタもいる。 

日本で現在ウイルタを名乗る人は知られていないが、ウイルタのさまざまな文化的な遺産

は国内にもある。それは、日本によるサハリン南部の領有期（1905～1945 年）に行われた調

査研究、戦後に北海道へ移住したウイルタを対象に国内で行われた調査研究（1940 年代～

1990 年代）、そして、日本社会に生きたウイルタの人々により残された、民族資料や言語資

料などである。 

ウイルタの固有の言語であるウイルタ語は、言語系統論上ツングース諸語に属し、特にナ

ーナイ語やウルチャ語に近いとされている（Ikegami 1974 [池上 2001: 395]）。ウイルタ語の方

言は、ワールを中心とする地方で話される北方言と、ポロナイスクを中心とする地方で話さ

れる南方言の二つに分けられる（池上 1994 [2001: 247-248]）。 

ウイルタ語に固有の文字はない。今日の日常会話は全般にロシア語で行なわれ、ウイルタ

語を話すことができるのは 70 歳代以上の 10 名未満とみられる。 

 

1.2 本稿の目的 

筆者は記述言語学を専門として 2005 年からウイルタ語の研究を行っており、主として言

語の構造や体系（とりわけ文法）に注意を払ってきた。だが、ウイルタ語という言語（ラン

グ）を媒介にして起こるさまざまな活動の総体、すなわち、言語活動（ランガージュ）と、

その変化にも見るべきところがある。 

ウイルタの生活様式の変容やウイルタ語からロシア語への言語交替にともない、ウイルタ

語を媒介する言語活動の在り方は変化し続けてきた。上述のとおりウイルタもウイルタ語話

者も絶対的に少数なので、小規模コミュニティならではの問題（例えば、個人的な特徴と集

団としての特徴の区別の難しさ、話し手と聞き手の両方を観察することの難しさ、など）が

絡み、彼らの言語活動を社会科学的に観察するのは困難である。しかし、筆者が言語研究を

進めるなかで浮かび上がってくる《文学》らしき要素を抽出して整理することで、言語活動

の一部を捉えることならできるのではないだろうか。 

とはいえ、筆者はこれまで文学研究を行ったことがなく、もとより《文学》とは何かを積

極的に定義する立場にない。そこで筆者なりの初歩として、ウイルタの《文学》を考えるた

めの視野を決めるという、ごく概略的な作業から着手してみたい。この作業が、いずれウイ

ルタの《文学》を定義する手がかりになるよう期待する。 

本稿では、ウイルタの言語活動における《文学》と、その変化についての初歩的な考察を

試みる。口承文芸をウイルタの「伝統文学」と呼ぶとすれば、書き言葉が成立した 2008 年以

降は、伝統文学とは一線を画す、文字をつかって創作あるいは翻訳された文学作品が発表さ

れている。そのなかにウイルタの「新しい文学」の萌芽を認めるかどうか、長期的な視点で

の考察を要することを指摘する。 
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2. 《文学》を考えるための視野 

2.1 《文学》の定義とエッセンス 

 まず本節では、ウイルタの言語活動のなかでどこからどこまでを《文学》と呼ぶか、とい

う根底的な問題について考察する。 

 日本語の語義に向き合うためにいくつかの国語辞典を調べると、《文学》は次のように定義

されている。なお、ここでは、学問としての「文学」（詩学）は考察対象外とする。 

 

(1) (literature) 言語によって人間の外界および内界を表現する芸術作品。詩歌・小説・物語・

戯曲・評論・随筆などから成る。文芸。（新村（編）2018: 2614；四つの語義のうち二つ目） 

(2) （―する）芸術体系の一様式で、言語を媒材にしたもの。詩歌・小説・戯曲・随筆・評論

など、作者の、主として想像力によって構築した虚構の世界を通して作者自身の思想・感

情などを表現し、人間の感情や情緒に訴える芸術作品。また、それを作り出すこと。文芸。

（日本国語大辞典第二版編集委員会・小学館国語辞典編集部（編）2007；「文学」より、七

つの語義のうち三つ目） 

(3) 芸術の一様式。体験を鈍化したり、構想力を駆使したりすることによって得られた作中

人物の行為や出来事の描写を通じて、「人生いかに生くべきか」という主テーマが読者の

想像力と読解力と豊かな感性により自ら感得されることをねらいとするもの。〔普通、小

説・詩歌・戯曲を意味し、広義では、随筆・評論を含む〕（山田ほか（編）2017: 1352；四

つの語義のうち一つ目） 

 

これらの定義から、「言語による」「芸術」「想像力」「感情や情緒に訴える」などのキーワ

ードを読み取ることができる。概念上、言語活動そのものと重なるが、芸術・想像・感情（情

緒）といった要素によって範囲が限定される。 

 では、文学の作り手である作家は、文学という概念をどのように捉えているだろうか。参

考までに、ノーベル文学賞受賞者の大江健三郎（1935-2023）（敬称略。以下、人名について

同様）の記述を参照する。大江は文学の目的を(4.1)(4.2)のように記述している。以下、引用

中の下線はすべて筆者による。 

 

(4.1) 言葉によって、ひとりの個としての自分の人間的な根源にいたり、そのように人間であ

ることを総合的、全体的に把握するために、人間は文学をつくり出す。［中略］それはま

た、その個としての人間が、社会・世界・宇宙の全体的な構造のなかで、暗黒から生れ、

暗黒に向かって死んでゆく人間としての自分の根源的な意味を把握する行為である。［中

略］しかも人間はそのように文学をつくり出す行為の全行程において自由である。個とし

てのかれは、かれ自身の文学をつくり出そうとして、まったく自由にその言葉、スタイル

にはじまるすべてのものを選ぶことができる。（大江 1975: 63-64） 

(4.2) われわれもまた自由の感覚とともに、自発的にそれを受けとめる。むしろわれわれは、

その文学の作り手とともに、あらためて自由にその文学をつくり出すのである（ibid.: 65） 
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大江の記述は一作家としての私的な見解を述べるものであり、普遍的な定義とは区別すべき

だろう。だが、文学が世界観と密接に関連することや、作者（つくる側）と読者（受けとる

側）の双方向性、そして、つくるのも受けとるのも「自由」という特性を持ちうることに気

づかされる。 

 以上(1)~(4.2)を総合して、《文学》のエッセンスを次のように捉えることができる。 

 

① 言語による芸術 ＝文芸 

② 双方向性：《作者》の想像力と《読者》の想像力・読解力・感性とを結ぶ 

③ 《個》から発し、《全体》を把握しようとする行為 

④ つくる側も受けとる側も自由 

 

より厳密にいうと、①～④は互いに対立する要素ではなく、①が②～④を包摂すると考えら

れる。したがって、《文学》の最も基本的な要素は①であり、②～④はそれに付随する特徴と

して絶対ではなく、見方によってあったりなかったりする1。 

《文学》を考えるための視野を徐々にしぼってゆくため、言語活動のうち①～④のエッセ

ンスの一部または複数を含有するものに《文学》的な性質を認めることにする。明確な線引

きは、社会集団や地域により、あるいは個人の見方により、恣意的になされるものと考える。 

 

2.2 文字を介さない文学：アイヌを参考に 

 前節で《文学》のエッセンスを取り出してみたが、日本語のように固有の文字を持って久

しい言語と、ウイルタ語のように固有の文字がない言語とでは事情が異なるのではないか、

という疑問が起こる。そこで、ウイルタの隣人であり、ウイルタと同様に固有の文字をもた

ないアイヌの状況を参考に《文学》とは何か、いま一度考えてみたい。 

 《ウイルタ文学》という言葉は一般的でないが、《アイヌ文学》は頻繁に耳にするし、まっ

たく違和感を持たない。この違いには研究の蓄積が関連していると考えられる。きちんと定

義されて、さまざまな角度から研究されているからこそ、用語として定着するのだろう。そ

こで、まず《アイヌ文学》の定義に関する記述を以下に抜粋してみる。 

 

(5) アイヌ文学は、文字以前の文学であって、ほんとうの意味の文学とはいえないものであ

るのかもしれない。それほど幼稚で、素朴で、単純である。その上に、物語られる内容は、

そのまま事実として信仰され、神聖視されていて未だ完全に宗教から独立してはいないか

らである。（金田一 1992[1935]: 374） 

(6) もし、従来多くの人が考えていたように、文学という語を言語と文字とを表現の媒材と

する芸術をのみ意味するものと考えるならば、「アイヌ文学」などという呼称そのものは

 
1 ②～④はあくまで大江（1975）の見方に依るものなので、今後はこれら以外の要素も加えて、

より多角的に《文学》を捉えてゆく必要がある。 
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存在し得ないことになるが、文学の領域をさらに広義に解して、文字を媒体とせずとも、

言語のまま伝承され来たったもの、あるいは口頭によって、即興的に創作しつつ歌い出る

歌謡のごときものをも包括しうるものとすれば、当然、「アイヌ文学」なるものの存在も

許されることになる。アイヌ文学は「書かれざる文学」である。（久保寺／佐々木（編）

2004 [1956]: 45） 

(7) アイヌ文学は基本的に「語られる」文学である。それは文字で書かれた文学とはおのずか

ら異なった、口承文芸ゆえのいろいろな表現上の特徴を持っている。［中略］また、口承

文芸はひとりの作者の手によって完成され、それがそのまま聞き手の耳に伝えられるとい

うものではない。誰が最初に作ったのかは不明であり、その表現は語り手にゆだねられて

いる。むしろ、口承文芸というのは、語り手によってその度ごとに創造され、その度ごと

に完成するものだといってよい。（中川 2020: 194） 

 

(5)(6)(7)から《アイヌ文学》の特質として次のエッセンスを取り出せる。 

 

a) 文字を介さない、語られる文学 

b) 語り手によって、その度ごとに創造される 

c) 信仰（宗教）との密接な関連性 

 

b は前節の②④、c は前節の③と関連づけられる。他方、a は前節の①に包含されるが、無文

字言語の場合に考慮すべき重要な点といえる。 

 ところで、《アイヌ文学》を参考にウイルタの文学を考える際、注意すべきことが 2 点あ

る。このことは中川・志賀・奥田（1997）にもとづく。 

注意すべき 1 点目は、例えば(5)や(6)のような記述に文学の発展史観が潜んでいることであ

る（中川・志賀・奥田 1997: 184, 186-188）。つまり、文学以前の状態から口承文芸（口頭文

芸）へ、ついで文字文芸へと、文学が段階的に発展するというモデルに、アイヌの口承文芸

を当てはめようとする態度である（ibid. 187）。だが、文字以前は「幼稚で、素朴で、単純」

（金田一 1992[1935]: 374；上記(5)）で、文字文芸のほうが成熟して複雑であるかどうかは、

容易に判断できることではない。文字以前の記録のほうが文字文芸よりも少なく、公正な比

較などできないからである。固有の文字を持たない民族の文学の研究に、端から発展史観や

進化主義を持ち込むのは不適切だと考えられる。 

筆者は次節以降ウイルタの《文学》（とその周辺）を時系列で述べるが、「伝統」から「新

しい」ものに発展ないし進化したという風には、少なくとも現段階では捉えない。異なる環

境条件で、それぞれに発生し変容してきたものと考えることから始めたい。両者が互いにど

のように関連するかは、将来の課題となる。 

注意すべき 2 点目は、「和人や欧米などのからの影響を受けながら近代以降のアイヌが産

み出しあるいは楽しむようになったさまざまな文学も、アイヌ文学の視野に入れてよい」（中

川・志賀・奥田 1997: 185）ということである。固有の言語は民族のアイデンティティと密接
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に関連しているが、そのすべてではない。その言語が話せなくてもその民族であるというこ

とは否定されない。これは、ウイルタについても同様である。したがって、中川・志賀・奥

田（1997）の指摘に沿い、ウイルタがウイルタ語以外の言語（日本語やロシア語）で生み出

した文学作品も、ウイルタの文学について考察する際の視野に入れてよいと考える。 

いつの日か《ウイルタ文学》なる言葉ができるかどうか、筆者にはまだわからない。アイ

ヌ文学のように十分に研究され、さまざまな角度から定義されてゆけば、そのような日が来

るかもしれない。その時に、ウイルタがウイルタ語以外の言語で生み出した文学作品が《ウ

イルタ文学》に含まれるかどうか。これも、ウイルタの言語活動の変化を長期的に観察し、

議論をしてから、改めて問われることになるだろう。 

 

3. ウイルタの伝統文学：口承文芸 

3.1 口承文芸のジャンル分類 

 以下、ウイルタのウイルタ語による言語活動に焦点をしぼってゆく。まず、文字を介さず

に語り伝えられたもの、すなわち口承文芸について考察する。 

 ウイルタの口承文芸を体系的に扱った先行記述に山本（1968）、池上（2002）などがある。

前者はもっぱら南方言、後者は南方言を基礎にしつつ北方言も視野に入れている。山本（1968）

や池上（2002）の情報をまとめた記述には、山田（2009: 135, 2014: 3）がある。表 1 では、こ

れらの先行記述に若干の考察を加えて、ウイルタ口承文芸のジャンルを概観する。以下、ウ

イルタ語の音韻表記は池上（1997）、ウイルタ語のカナ表記は池上（2002: i）に合わせる。 

 

表 1： ウイルタ口承文芸のジャンル分類（池上 2002 を参考に筆者作表） 

ジャンル名（訳語） 語り／うた 聞き手の参画 

 テールグ tǝǝluŋu（昔話） 
語り（散文的） 

- 

 サフリ saxuri （おとぎ話） - 

 ニグマー niŋmaa （語りもの） 語り＋うた あり（合いの手） 

 ハーガ xǝǝgǝ （即興歌） 
うた（韻律的） 

- 

 ガヤウ gajau（なぞなぞ） あり（応答） 

その他、童話、童謡（子守唄など）、ハーガ以外の大人向け歌謡（叙情歌など） 
 

 以下、表 1 に挙げたジャンルに若干の説明を加える。テールグ tǝǝluŋu（昔話）は、その内

容が実際にあったことと信ぜられ、実話と考えられている。例として、アイヌとウイルタが

タライカ地方で争った伝説（タライカの戦い伝説）や、大男や化け物に出会った話などがあ

る。 

サフリ saxuri（おとぎ話）は、その内容が架空であるつくりばなしと考えられている。キツ

ネやアザラシなどの動物を擬人化した物語は、典型的にサフリに含まれる。 

ニグマーniŋmaa（語りもの）は、語りの部分と節をつけて歌う部分とから成るもので、語

りの部分はウイルタ語、歌う部分はエヴェンキ（エウェンキー）語に似たことばで演唱され
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る。エヴェンキから伝わったジャンルがウイルタのなかで独自の変容を遂げたものとみられ

る。内容からみて「英雄物語」「英雄叙事詩」とも呼べる。語り手の演唱だけでなく、聞き手

の合いの手を必要とする。ニグマーの記録資料として公開されているものは、筆者の知る範

囲では「シーグーニ」を主人公とする一篇（佐藤ほか 2014）に限られる。 

ハーガ xǝǝgǝ（即興歌）は、その場かぎりで消えずに伝承されてきた歌謡のことを指す。ハ

ーガ特有のリフレインが付く。内容には叙事的なもの、叙情的なものがあり、隠喩など聞き

手の想像力をかき立てるような技巧がみられることもある。 

ガヤウ gajau（なぞなぞ）は、一定の決まり文句をつけて唱える、なぞ問答である。ガヤウ

特有のリフレインを付けてなぞかけし、聞き手に応答が求められる。応答に対する語り手（出

題者）の反応も定型的で、総じて伝統的な言葉遊びの一種とみられる。 

以上の五つのジャンルを主要なものとして、他に子ども向けの話（童話）や唄（童謡や子

守唄）がある。北方言では、未分類の大人向けの歌謡（叙情歌など）も確認されている（池

上 2002: i、山田・荒山 2010: 63-64）。 

 

3.2 ウイルタ口承文芸の文学性 

 ウイルタ口承文芸を 2.1 および 2.2 の考察に照らしてみたい。まず、いずれのジャンルも

ウイルタ語という言語を媒介とした芸術である。この点は 2.1 で抽出した文学のエッセンス

のうち①に該当する。 

かつ、本来は文字を媒介しなかった点は、2.2 でみたアイヌ文学における口承文芸と共通す

る。世代を越えてさまざまに語り継がれてきた口承文芸の多様性は、我々の想像を越えるも

のであっただろう。その全体量に対して、今日触れることができる口承文芸は、研究者らに

よる記録・資料化作業を経た、ごく一部に過ぎない。 

 次に、特にニグマー（語りもの）やガヤウ（なぞなぞ）では、聞き手の参画が顕著である。

この二つのジャンルは、語り手と聞き手が両方そろってこそ完成する。その他のジャンルに

ついても、聞き手がいてこその語りだったと想定できる。この点は 2.1 の②「双方向性」と

同一ではないが、関連している2。 

 テールグ（昔話）の含む歴史性や教訓、サフリ（おとぎ話）やニグマー（語りもの）で表

現される世界観は、ウイルタの精神世界と結びついている。この点は「《個》から発し《全体》

を把握しようとする行為」、すなわち 2.1 の③と関連づけられる。 

 では、残る一つのエッセンス④「つくる側も受けとる側も自由」は、ウイルタの口承文芸

に当てはまるだろうか。資料が多くはないので判断が難しいが、例えばテールグ（昔話）の

一つ、上述のタライカの戦い伝説には類話が多いが、語り手によって少しずつ内容が異なる。

 
2 書かれる文学において作品が書かれる（生み出される）場と読まれる場が別々なことの方が多

いのに対し、語られる文学においては語られる場と聞かれる場は基本的に同一である。このよ

うな「場」の違いがあるのでわかりにくいが、書かれる文学が《作者》と《読者》の双方向性

を含有しているとすれば、《読者》あってこその文学といえる。これを《読者》の「参画」とま

で言うと強引だが、《作者》と《読者》の双方向性ということと、ウイルタのニグマーやガヤウ

における聞き手の参画ということとはパラレルの関係になっていると考える。 
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ニグマー（語りもの）として資料化されたシーグーニ物語は、同じ語り手から複数回録音さ

れているが、その都度少しずつ内容が異なる。ハーガ（即興歌）に含まれる隠喩表現は、解

釈や楽しみ方を聞き手に委ねているようである。これらの点は④と関連して、ウイルタ口承

文芸の文学性を示唆する特徴であるように思われる。 

 以上の考察は概観に過ぎないが、総じてウイルタ口承文芸の文学性を認めることができる。

歌謡やなぞなぞのようなジャンルは、場合によって《文学》ではなく、例えば音楽や言葉遊

びなどに分類する方が良いかもしれないが、《文学》を考える視野には入れておきたい。 

 「すぐれた著述や作品で、過去の長い年月にわたって多くの人々の模範となり、また愛好

されてきたもの」（日本国語大辞典第二版編集委員会・小学館国語辞典編集部（編）2007；「古

典」より、三つの語義のうち三つ目）を「古典」という。ウイルタ口承文芸は、記録こそ多

くはないものの、世代を越えて受け継がれてきた、ウイルタにとっての「古典」に近いかも

しれない。だが、日本語の「古典」という語には書物というイメージが付きまとうので、口

承文芸を「古典」と呼ぶことに若干の違和感がある。そこで、「古典」より緩やかな意味合い

で、ウイルタの口承文芸をウイルタにとっての「伝統文学」と呼んでおく。 

 

4. ウイルタ語を書く：書き言葉の成立・保存活動・出版物 

4.1 書き言葉の成立（2008 年 4 月） 

 固有の文字を持たない言語は世界中に多々あるが、多くの場合、他言語の文字を借りて一

定の書記法を定めることで書き言葉が成立する。例えばアイヌ語もこれまでさまざまな文字

で書き表されてきたが、近年は日本語のカナを用いた表記の普及が進んでいる。専門家の間

ではローマ字による音韻表記も用いられるが、カナ表記のほうが一般の日本語話者にはなじ

みやすい。 

 アイヌ語やニヴフ語などの周辺言語と比べて随分遅く、ウイルタ語の書き言葉の成立は

2008 年 4 月である。池上二良（北海道大学名誉教授；1920-2011）が 1992 年にサハリン州政

府に提出した草案（Икегами 1994 [2001: 145-153]）をもとに改訂が加えられ、ロシア文字（キ

リル文字）を基礎とするウイルタ語書記法が決まった。その後、池上がサハリンに赴いてウ

イルタ語の母語話者たちを指導し、ウイルタ語で初めての教科書（文字教本）3の作成に当た

った。内容は 2001 年頃にほぼ完成していたというが、出版資金の調達などに年月がかかり、

2008 年 4 月にようやく教科書『ウイルタ語で話しましょう』（Икегами и др. 2008）として刊

行された（図 1）。この教科書刊行をもって初めて、誰もが一定の書記法でウイルタ語を書き

表すことができるようになったのである。教科書刊行までの経緯や教科書の内容については、

津曲（2009: 2-3）、笹倉（2009）、山田（2010: 105-107; 2013: 15-18）が詳しい。 

 
3 教科書のなかでも、ロシア語で букварь と呼ばれ、主としてアルファベットと綴り方の学習を

目的として初等教科書。英語でいうところの ABC book または primer。「文字教本」と訳す方がよ

り正確だが、本稿では、日本語で一般的な「教科書」という語を用いることにする。 
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 ロシアで暮らすウイルタはロシア語を日常言語としているので、ロシア文字でウイルタ語

を書き表せることのメリットはとても大きい。このことはアイヌ語カナ表記のメリットと似

ている。しかし、2008 年時点でウイルタ語を理解できる人（話者）はわずか十数名だった4。

いくら書けても理解者がいなくなれば意味がない。そこから、ウイルタ語を次世代に残し伝

えるための、話者たちの懸命な試行錯誤が始まった。 

 

4.2 ウイルタ語の保存を推進する話者たちとその支援 

 2008 年以降、ウイルタ語の保存は話者たちを中心に推進されている。だが、こうした危機

言語の保存が、話者たちだけでできるはずはない。本節では、近年のウイルタ語の保存を支

える働きについて、筆者の見解を述べておきたい。 

第一に、サハリンの石油・天然ガス開発プロジェクトによる先住民支援がある。すなわち、

サハリン I の主要な出資者だった米国石油大手のエクソンモービル5による先住民支援プロジ

ェクト、そして、サハリン II のオペレーター会社であるサハリンエナジーとサハリン州政府

およびサハリン北方先住少数民族代表者会議が産官連携・三者共同で主催する「サハリン北

方先住少数民族協力発展計画」（以下、「協力計画」と略す）6である。これらは、消滅の危機

に瀕した先住民言語の出版活動に限らず、伝統的な生業（トナカイ飼育業など）の継続、先

 
4 その後、10 名未満まで減少して今日に至る。この数年、新型コロナウイルス感染症で亡くなっ

た話者もいる。筆者が知り合った話者で現在（2023 年 12 月）も存命の方は計 6 名である。 
5 ロシアによるウクライナ侵攻開始の後、エクソンモービルは 2022 年 10 月にサハリン I プロジ

ェクトから撤退した。 
6  ロシア語の正式名称は  План содействия развитию коренных малочисленных народов севера 
Сахалинской области（直訳：サハリン州北方先住少数民族協力発展計画）、英語の正式名称は

Sakhalin Indigenous Minorities Development Plan (=SIMDP)（直訳：サハリン先住少数民族発展計画）

という。 

 
図 1：教科書『ウイルタ語で話しましょう』（Икегами и др. 2008）の表紙（左）と見返し（右）。

見返しでウイルタ語を書くためのアルファベットの一覧が示されている。ロシア文字を基礎と

しつつ、ロシア語では常用しない特殊文字や補助記号もいくつか加えられている。 
 



サハリン先住民ウイルタの文学(1)                                   山田 祥子           

112 
 

住民芸術の振興、生活全般の支援などにも及んで大々的に行われ、地域社会における先住民

の文化振興や、国際社会に向けた先住民文化の発信を進めてきた。エクソンモービルや「協

力計画」は出版物のプレゼンテーションイベントや各種フェスティバルを華やかに催し、街

頭広告なども徹底するので、そのつど世間一般の関心も高まる。 

 関連して、各地の博物館や図書館などは伝承者たちの活動を現場で手助けしてきた。筆者

のよく知るところでは、サハリン州郷土博物館、A. P. チェーホフ「サハリン島」記念文学館、

ノグリキ町郷土博物館、ノグリキ地方中央図書館などである。これらの施設では、先住民関

連の展示や催しをするだけでなく、出版物の編集等も行っている。 

 調査者・研究者の来訪も重要である。2008～2015 年にかけて筆者がウイルタ語の現地調査

に通うなかで、さまざまな調査者・研究者に出会った。はるばるロシア中央部や国外から何

らかの専門家が調査にやって来ると、話者たちは自分たちの言語の重要性をますます認識し

ていた。日本からの来訪者をも話者たちはあたたかく迎え入れる。筆者が調査成果物を持参

すると、話者たちは目を細めて大切に収めてくれる。それが日本語で書かれていて読解でき

ないとしても、話者たちはそれを見て、日本で自分たちの言語のことが紹介されている、日

本でも関心を持たれていると認識するのである。 

 そして、高齢の話者たちの最も重要な支えは家族（特に、子の世代）である。筆者の知る

かぎり、ウイルタ語の保存を推進する話者には、多くの場合、家族の深い理解と援助がある。

彼らは上述の企業や博物館・図書館、調査者たちとの連絡窓口を担うこともあれば、遠方か

らの来訪者の送迎や宿泊の世話をすることもある。話者たちの《仕事》を補助あるいは管理

する秘書かマネージャーのような存在である。精神面でも、日頃から話者たちに寄り添って、

背中を押し続ける。 

 以上のような支援の輪のなかで、2008 年以降、ウイルタ語を残したいという話者たちの熱

意が実を結んできた。出版物はそのなかでも最も明瞭に、次世代へ向けて残される形態とい

える。 

 

4.3 2008～2012 年の動き：保存活動と国連宣言 

 初めてのウイルタ語教科書（Икегами и др. 2008）が刊行された 2008 年 4 月に前後して、

一部の話者たちのあいだで教案づくりが進められていた。その話者たちとはウイルタ語教科

書の編集者であり、池上二良の学術的な指導を受けた E. A. ビビコワ、I. Ja. フェジャエワ、

S. ミナト、L. R. キタジマの 4 名である。彼らは、ウイルタ語を母語として習得した最後の

世代といえる。4 名のうち、例えばビビコワはスケルトンゲームのような文字遊びや、子ど

も向けの詩歌のアイディアを書きためていた。2010 年には当時居住していた町、ノグリキの

郷土博物館の一室を借りてウイルタ語教室を開始し、自作の文字遊びや詩歌を実際に運用し

た7。この段階では、2008 年の教科書（Икегами и др. 2008）を除き、ウイルタ語で書かれた

 
7 ノグリキのウイルタ語教室について、詳しくは山田（2011）を参照されたい。2010 年度にビビ

コワ宅にホームステイしていた筆者も、微力ながら教室の運営を手伝った。 
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ものを発行する動きは特に見られなかった。 

 2008 年の次に大きな出来事は、2012 年にユジノサハリンスクで「先住民族の権利に関する

国際連合宣言」（以下、国連宣言）のウイルタ語訳を発表したことだった。その内容は、教科

書（Икегами и др. 2008）で定められた書記法によりウイルタ語で著され活字化されて、小冊

子（Бибикова & Федяева (перевод). 2012）として発表・配布された。このことは、国連宣言を

ウイルタ固有の言葉で表明し、ウイルタという民族の存在と権利を国際的に宣言しただけで

なく、ウイルタ語による表現や言語活動にも重大な影響を及ぼした。 

 国連宣言には「先住」「民族」「人権」など、従来のウイルタ語に明確な対応語がなかった

概念が多く含まれている。国連宣言のウイルタ語訳を任された E. A. ビビコワと I. Ja. フェ

ジャエワは、そのために相当頭を悩ましたという。必要に応じてロシア語の音訳という手段

も使ったが、特に上記の 3 語のように重要な概念はできるだけ自分たちの言葉で表わしたか

った。そこで、ウイルタ語の既存の語彙のなかから近い語を辞書や文献から探し出して当て

る、ロシア語の単語の意味分析をしてウイルタ語でも同様の派生語をつくるなどして、どう

にかこうにかウイルタ語に置き換えることに成功した。 

 ビビコワ、フェジャエワの両名はこの経験を経て、従来ウイルタになかった概念でもウイ

ルタ語で表現できること、すなわち、ウイルタ語の生産性に気づき、翻訳に自信を持った。

特にビビコワは、自ら文献を読んで学術的な知識を身に付け、筆者ら研究者からの依頼を受

けて古いウイルタ語資料の聴取や分析もして語彙を増やし、どんどん翻訳スキルを高めてい

った。 

 

4.4 ウイルタ語が書かれた出版物 

 以下、2023 年 12 月現在、筆者が確認できた範囲で、2008 年以降にウイルタ語が書かれた

出版物をリスト化する。ウイルタ語話者が主力となって、あるいは、主力に加わって、作成

されたものに限定する。出版年の時系列で、筆頭編著者名8（出版年）『書名』［使用言語］の

日本語表記・日本語訳を挙げる。書誌情報の詳細は文献リストに掲載する。 

 

[1] E. A. ビビコワ・E. V. スヴェルクノワ（2012）『ウイルタ語教授法：指導計画と方法論大

要』［ロシア語・ウイルタ語］（Бибикова, Сверкунова 2012） 

[2] ナプカ（佐藤チヨ）ほか（2013）『ネズミの母親とカエルの母親：ウイルタのおはなし』

［ウイルタ語・ロシア語］（Напка (Чиё Сато) и др. 2013） 

[3] N. A. マンチェワ・E. A. ビビコワ（2013）『タイガのうた：ウイルタの歌謡と物語のフォ

ークロア』［ロシア語・ウイルタ語］（Мамчева, Бибикова 2013） 

[4] T. I. ペトローワほか（2014）『ウイルタ民族のおはなし』［ロシア語・ウイルタ語］（Петрова 

и др. 2014） 

 
8 2 名の共編著ならば 2 名の氏名を併記し、編著者が 3 名以上の場合は筆頭の 1 名のみを挙げて

「ほか」を付ける。本稿末尾の文献リストでは省略しない。 
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[5] E. A. ビビコワ（2014）『君の近くに』［ウイルタ語・ロシア語］（Бибикова 2014а） 

[6] E. A. ビビコワ（2014）『小道にそって』［ウイルタ語・ロシア語］（Бибикова 2014б） 

[7] 佐藤チヨほか（2014）『ウイルタ長編英雄物語ニグマー：シーグーニ物語テキスト』［ウイ

ルタ語・日本語・ロシア語］（佐藤ほか 2014） 

[8] サン・テグジュペリほか（2016）『星の王子さま（ウイルタ語訳）』［ウイルタ語・ロシア

語］（サン・テグジュペリほか 2016） 

[9] ノグリキ地方中央図書館ほか（2017）『小鳥さん：ウイルタの遊び』［ウイルタ語・ロシア

語・英語］（МБУК НРЦБ и др. 2017） 

[10] A. P. チェーホフ／E. A. ビビコワ（2018）『サハリン島（旅行記より）：第 11 章』［ロシ

ア語・ウイルタ語］（Чехов/ Бибикова 2018） 

[11] I. V. クラシルニコワほか（2018）『勇敢なメルゲ：ウイルタの昔話』［ロシア語・ウイル

タ語・英語］（Красильникова и др. 2018） 

[12] O. N. セミョーノワほか（2019）『石になった女』［ウイルタ語・ロシア語］（Красильникова 

и др. 2019） 

[13] A. S. ムヴチク（2019）『魂の啓示：詩集』［ロシア語・ウイルタ語］（Мувчик 2019） 

[14] E. A. ビビコワ（2020）『ロシア語・ウイルタ語会話帳』［ロシア語・ウイルタ語］（Бибикова 

2020） 

[15] E. A. ビビコワほか（2020）『ウイルタ民族の昔話』［ロシア語・ウイルタ語・英語・日本

語］（Бибикова и др. 2020） 

[16] A. アラファノワ（編著）（2021）『ものがたりのサハリン』［ロシア語・ニヴフ語・ウイ

ルタ語］（Арафанова (авт. ред.) 2021） 

[17] N. V. サンギ・E. A. ビビコワ（2023）『うさぎのいえ』［ニヴフ語・ウイルタ語・ロシア

語］（Санги, Бибикова 2023） 

 

以上[1]～[17]に書かれたウイルタ語は、すべて教科書（Икегами и др. 2008）の書記法によ

る。このうち、[1]は教科書（ibid.）の教師用チュートリアルのようなものである。 

[2][3][4][7][9][11][12][15][16]は、過去に採録された口承文芸のデータを文字化・訳付した

もの、または、すでに研究資料として資料化されていた口承文芸を翻刻したり、一般が読み

やすいようにデザインし直したりしたもの、などである。伝統文学を再評価し、広く紹介す

る取り組みといえよう。なお、[3]は歌謡の集成として、新しく創作された歌謡も一部に含ま

れている。 

[5][6]は E. A. ビビコワの創作による子ども向けの詩歌が集成されている。これは上述のと

おり、ビビコワが以前から書きためていたもので、ノグリキのウイルタ語教室でも使用され

ていた。これに対し[14]の会話帳は大人向け教材の一種といえよう。[14]では「おはよう」「こ

んにちは」から始まる基本会話例文がロシア語とウイルタ語の対訳形式で紹介されている。 

[8][10][17]では、フランスの作家サン・テグジュペリの「星の王子さま」、ロシアの作家・

劇作家 A. P. チェーホフの「サハリン島」、ロシア民話「うさぎのいえ」といった著名な作品
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や民話をウイルタ語に翻訳したものが紹介されている。 

[13]は、ウイルタの A. S. ムヴチク9がロシア語で創作した詩を紹介する本で、一部にウイ

ルタ語が対訳で付されている。ウイルタ語訳は E. A. ビビコワによる。 

 このほか、2022 年 12 月にウイルタ語教科書の新版が刊行されたという（ビビコワ p.c./ 

АКМНСС и ДВ РФ 2022）10。だが、筆者が現物を（紙媒体でも電子媒体でも）まだ確認して

いないので、教科書の新版を上のリストに加えることができない。おそらく筆者が確認でき

ていない出版物は他にもあるだろう。リストの補充・更新は今後の課題となる。 

確認できた範囲でも、2008 年以降、ウイルタ語が書かれた出版物が少なくとも 17 件ある

とわかった。これは書き言葉が成立する以前にはありえなかった、ウイルタの歴史上、実に

画期的なことである。 

 

5. 考察 

 2 節で文学一般について、3 節でウイルタの伝統文学について確認したが、4 節でみた 2008

年以降のウイルタ語の状況からどんなことを見出せるだろうか。 

 第一に、2008 年に教科書（Икегами и др. 2008）が定めた書記法により、ウイルタ語が書き

表された印刷物が出版されているという事実である。書き言葉が成立しただけでなく、実際

に運用され、出版物という次世代に残るかたちに結実していることが確かめられる。 

 第二に、2008 年以降の出版物を概観すると、過去に採録された口承文芸を一定の書記法に

改めて紹介するものが約半数を占める。これは口承文芸の文字化や翻刻により、ウイルタの

伝統文学を再評価する動きといえる。 

第三に、2008 年以降の出版物のなかには、創作や翻訳によりウイルタ語で新たに生み出さ

れた作品もみられる。これらは、口承文芸ないし伝統文学のジャンルには収まらない。そし

て、語るのではなく、文字で書いて生み出されている。ウイルタ語の書き言葉による創作や

翻訳は、伝統の範囲から一歩を踏み出した、新しいスタイルの言語活動といえる。 

 その始まりはどの時点だろうか。4.3～4.4 でみたように、教科書（Икегами и др. 2008）の

次に出版物が出始めたのは 2012 年で、国連宣言ウイルタ語訳の発表の頃である。ただ、2008

～2012 年の間にも言語の保存活動（ウイルタ語教室など）が草の根的に進められ、そのなか

で新しくウイルタ語で表現する作品が生み出されていたのを筆者は参与観察で目の当たりに

した。書き言葉が前提となっていることも重視して、2008 年 4 月の教科書（Икегами и др. 

2008）刊行にウイルタの言語活動の転換点を見定めたい。 

 2008 年以降のウイルタ語による創作や翻訳を、言語活動のなかでも《文学》と呼ぶとすれ

ば、気にかかる点が二つある。一つ目は、他言語からの翻訳作品をウイルタの文学と呼んで

 
9 ニヴフ男性に嫁いでニヴフの家庭で暮らしているのでニヴフの姓を有するが、本人はウイルタ

のアイデンティティを持つ。 
10  Институт этнологии и антропологии РАН (2022)が報告する書誌情報は以下のとおり：Е.А. 
Бибикова, С. Минато, Л.И. Миссонова, А.М. Певнов. Букварь: учебное пособие на уильтинском языке 
для общеобразовательных организаций. М.; СПб.: Просвещение, 2022. (серия “Новый учебник 
Дальнего Востока”). ISBN 978-5-09-102226-1. 
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いいのか、という問題である。ウイルタ語による《翻訳文学》というほうが、より正確かも

しれない。まずは《文学》というテーマの下で扱い、個々の作品にどこまでウイルタの世界

観が表われているか、別稿で改めて考察したい。 

気がかりの二つ目は、ウイルタ語による創作や翻訳をできる人物が、現在のところ E. A. ビ

ビコワに限られていることである。もし一個人の言語表現に民族名を付して《ウイルタ文学》

とでも呼べば、反論があるかもしれない。ウイルタ語を母語とする話者はビビコワを含めて

10 名に満たず、全員 70 歳代を超えているので、母語話者のなかから新たに《文学》の作者

が輩出されることはあまり考えにくい。考えられるとすれば、学習者のなかからウイルタ語

で創作する人物が現れる可能性である。 

ウイルタ語の学習は、上述のウイルタ語教室のほか、ポロナイスクの小学校でも郷土学習

の授業の一環として行われてきた。2018 年には教科書（Икегами и др. 2008）の内容に読み上

げ音声を付したオーディオ教科書（аудиобукварь）も電子版で発行され、発音も合わせて自学

自習もできるようになった。2022 年末に発行された新版教科書も、ポロナイスクの小学校で

運用されるという（АКМНСС и ДВ РФ 2022）。 

また、A. P. チェーホフ「サハリン島」記念文学館（ユジノサハリンスク）が毎年開催して

いる「郷里のことば」シンポジウムでは、子どもから大人までの学習者が先住民言語（ニヴ

フ語、ウイルタ語など）でスピーチを行う。審査員は母語話者が務めるという。これは学習

成果を発表する場を提供し、母語話者と学習者が交流する機会ともなり、学習のモチベーシ

ョンを高める、極めて重要な取り組みであると考える。 

サハリンでこのまま先住民文化の保存・復興の気運が高まればウイルタ語の学習者が増え

るかもしれない。このことはウイルタの言語史において目新しい、重大な傾向である。だが、

自ら文学作品を生み出す創造的な《話者》の誕生を将来に望めるかどうかはわからない。そ

の意味で、ウイルタ語で文学作品を生み出させるウイルタは、もしかしたらビビコワで最後

になるかもしれない。 

他方で、前節の[13]に挙げた Мувчик (2019)により、ウイルタがロシア語で生み出した詩が

世に出ていることにも着目したい。同書には、ビビコワがウイルタ語訳を付しているが、仮

にウイルタ語訳がなかったとしても、ウイルタによる文学作品である。上述の繰り返しにな

るが、ウイルタがウイルタ語以外の言語で生み出した文学作品も、ウイルタの文学を考察す

る際の視野に入れていきたい。 

 

6. 結論 

以上、本稿では、サハリンの先住民族ウイルタの《文学》について初期的な考察を行った。

初めての教科書（Икегами и др. 2008）の発行により書き言葉が成立した 2008 年を転換点と

し、それ以前に口承で語り伝えられてきた文芸をウイルタの「伝統文学」と呼んだ。2008 年

以降にウイルタ語話者が主力（またはその一部）となってウイルタ語を書き表した出版物は、

筆者が確認できただけでも 17 件ある。そのなかには、話者がウイルタ語で創作した文学作品

を含むものや、他言語からウイルタ語に翻訳された文学作品がみられる。このような創作や
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翻訳作品は、ウイルタ語を文字で書いて生み出されている。このことは、語られる「伝統文

学」とは、少なくともその方法において区別される。2008 年以降のウイルタ語の言語活動に

「新しい文学」の萌芽が認められるかどうか、今後の長期的な考察を要する。 

母語話者の減少により、ウイルタ語が消滅の危機に瀕していることは間違いない。だが、

ただ消滅を待つのでなく、伝統文学を再評価して広く紹介したり、書き言葉を成立させてウ

イルタ語の出版物を次々と出したり、新たに創作や翻訳による作品を生み出し、若い世代の

学習機会を増やしたりしていることにも注目したい。 

本稿は、ウイルタの言語活動を《文学》というテーマで記述する（筆者としては）初めて

の試みとして、極めて概略的な考察で終えることにする。次回は、個々の作品を取り上げ、

そのなかの文学性について考察してみたい。 
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